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1．はじめに 
岩手県北部を流下する2級河川雪谷川は、平成11年10月27日から28日にかけての記録的な豪雨により甚大な被害
を受けた。それに伴い、今後の災害防止と自然との共生を目的とした大規模な災害復旧工事を行うため、地域住民への

説明会や懇談会が催され、多自然型川づくりが行われた。本研究では、約7年に渡る雪谷川の水環境に関する調査と雪
谷川流域住民に対するアンケート調査を実施し、流域住民の意識と実際の水環境の状況を比較検討した。 
2．調査地点の概要及び調査方法  
調査地点の概要を図-1に示す。調査地点は、改修工事区間を考慮しながら最上

流部を九戸村雪屋とし、最下流部を軽米町軽米とし、合計 11ヵ所とした。次に、
各調査日における改修工事の状況を表-1 に示す。改修工事は H12 年から始まり、
全ての工事が終了したのが H16年である。改修工事ではコンクリート製緑化ブロ
ックの護岸への設置、河畔林の伐採、河床の掘削、川幅の拡張が行われた。水環

境調査は平成 12年度から平成 18年度まで季節ごとに 28回行い、水質と水生昆虫
相について行った。各調査地点の河床において水生昆虫を 25cm×25cmのコード
ラートのついたサーバーネット(38メッシュ/inch2)で採取し、標本を 80％のエタノ
ール溶液で固定した後、実体顕微鏡で可能な限り

種まで同定して種別ごとに集計した。また、アン

ケート調査については H17年 12月に行い、九戸
村雪屋地域から軽米町軽米地域までの雪谷川沿

い居住者(雪谷川から１km 以内)を母集団とし、
無作為抽出法(単純無作為)により 600人を対象と
した。質問項目については、雪谷川の改修工事前

後での利用回数の変化、目視による水質（水のき

れいさ）の変化、動植物の変化、その他の自由意

見とし、調査方法としては郵便を使ってアンケー

ト用紙を送付し、記入後に送り返してもらう郵送

調査法を用いて行った。 
3．調査結果及び考察 
全調査を通した水質の平均値は、pHで 7～8、T-Nで 1.7mg/l以下、TOCでは 2mg/l前後であった。DOはほ

とんどの地点で飽和状態であった。BODは 2mg/l前後で、上流部で低い値を示した。SSは工事に伴う濁水の
影響を受け、工事期間の平均値で 120mg/l、最高値で 1320 mg/lを示した。T-Pも同様に、工事中での平均値が
通常の約 2倍の 0.09 mg/lを示し、SSが 100 mg/lを超えるときでは、0.14 mg/lと高い値を示した。河川改修工
事が水質に及ぼす影響としては、工事由来の濁水に伴う SSと T-Pの増加が見られる以外、他の項目について
は顕著な工事の影響は見られなかった。 
次に、アンケート調査の結果について述べる。600人を対象とした雪谷川のアンケート調査の回収率は 35.4％

で郵送方式では比較的高い値であった。雪谷川の改修工事前後での利用回数の変化については、図-2に示すよ
うに約半数の人たちが｢増えた｣と回答し、｢減った｣と回答した人は 10％未満であったため、この結果から改修
工事後に雪谷川の親水性が増加していることがわかる。 
図-3に示す水質（水のきれいさ）に関心があるかという項目に対して｢関心がある｣と答えた人が約 80％、｢少
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表-1 各調査日における改修工事の状況 
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しでも関心がある｣と答えた人を含め

ると約 95％であった。図-4に示す雪谷
川の工事前後での水質の変化について

は約 6 割の人が｢きれい｣になったと感
じていることがわかった。しかし、代

表的な水質項目である TOC の改修工
事前後での変化(図-5:ボックスプロッ
ト)をみると、平均値(ボックス内の横
線)が改修工事前後であまり変化して
いない。したがって、多自然型川づく

りが流域住民の感じている水質（水の

きれいさ）に影響を与え、流域住民の

意識と実際の水質との違いを生じさせ

たといえる。 
図-6 に示す動植物の変化については

｢変化があった｣という人が約70％であ
った。項目別(図-7)に見ると、白鳥が飛
来してくることから鳥が増えたという

人が圧倒的に多かった。魚、植物およ

び水生昆虫については減ったと感じて

いる人が多く、その人たちの感想や意

見としては｢河川改修工事により環境

が画一的になり、瀬、淵、浅瀬、深み

等本来の川としての変化がなくなっ

た｣や｢川岸にもっと植物を植えてほし

い｣といった内容のものが多かった。し

かし、図-8と図-9に示した水生昆虫の
種数と個体数を見ると、工事後のほう

が種数と個体数ともに高い値を示して

いる。したがって、少なくとも水生昆

虫に関しては流域住民が感じているほ

ど減少してはおらず、反対に増加して

おり、流域住民の意識と実際の水生昆

虫の生息状況とでは異なった。また、全体として視覚的イメージ (白鳥の飛来、景観等) に加えて、心理的イ
メージ(工事後は自然がなくなる、人工的等)がこのような相違を生じさせたと思われる。この結果から、河川
の保全や流域住民への現況報告等による多自然型川づくりの事後評価が継続的に実施されるべきである。 
4．まとめ 
流域住民が感じているほど水質（水のきれいさ）は変化しておらず、また、水生昆虫も減少してはおらず、

反対に増加しており、流域住民の意識と実際の水環境の状況とでは異なっていた。流域住民の意識として視覚

的だけでなく心理的な作用も働いている。 
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図-2改修工事前後での利用
回数の変化 

図-4改修工事前と比べて水質が 
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図-5改修工事前後での TOC 

図-6改修工事前後での動
植物の変化 

図-8改修工事前後での水生
昆虫の種数変化 

図-7改修工事前後での動植物の 
変化項目別回答 

図-9改修工事前後での水生
昆虫の個体数変化 
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